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　今月10日は所謂L時の記念日「であ

って，日本島回の人々水時刻や時間の

重要さを考へ，二天丈と時との關係を

思ふ日である・殊に一般の人生に時を

輿へる天髄は言ふまでもなく太陽であ

って，太陽と時刻との關係は深）・・天

文年鑑の第8頁から第19頁までの毎月

の太陽表を見ると，L時差■といふ欄が

ある・之れは太陽を直接に槻測して得

たL眞AS均時■と，．ZF均時、との差を

示すものであって，

　（眞太陽時）＋（時差）＝（4均時）

　　　　　　　　　　　＝（常用時）

といふ關係になる・今若し天空に『雫

均太陽』と呼ぶ假想天騰があると考へ

れば，年鑑により
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の中で，　　　＾

　　　　一はク

にある事を示す・

　　　十は那均太陽が呉の太陽の西

　　　　　　　　　　ク　　　　東

　　　　　　　即ち，それだけ槻測
を修正して常用時を得ることになる．
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　　　　　　　　　　昭和九年六月の日没後の天室

　　　　　　　　　　　　　　（恒星時12時0分）

醤：尊鷺㌧〆’

　　　　　　　　　　　　　　　　　禦　’

　　　　　　　　　　　　　II・六月の天象

　　　　　1日　5時分　　海王星が東予

　　　　　2，　7：　　金星と天王星との會合

　　　　　3，　21：43　土星と月との牛合

　　　　　8，14：18　　天王星と月との會合
　　　　　9，　5：38　　金1星と月との會合

　　　　　ク　20：　　　土星が停留

　　　　11，　8＝11　　火星と月との縞合

　　　　　ク　14：　　　木星が停留

　　　　摯1鑑。6織鷲蚕馨角朧天台置薪

　　　　】9，　6：22　　海王星と月との會合
　　　　20，　　5：　　　　フSg星オごβ葦画調占

　　　　22，　1＝05　　木星と月との二合
　　　　　ク　　　11：　48　　　　夏　　　　至

　　　　27，　23・　　水星が停留
　　　　28，　0；　　　月が射手座シグマ星を掩蔽する！！

　　　　30，　】2：　　　水星が遠日瓢
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　　　　　　　　　　　　札幌の下保茂氏より

拝　啓：

長らく御無沙汰致しました．黄道光観測の御勧め有難度う御座いました、観

測は暫らく取紛れて怠ってゐましたが，只今黄道光の統計的調査を進めて居

ります．我か國の同志によってなされた記録より導き出した統計と外面のそ

れとの比較或は理論の検討などやりたいのですが，大分長いものになりさう

です．それに，自分の力の不足と滲考文献がないのとで，とても満足なもの

にはならぬでせう．殊にホフマイステルの最近のを見たいと思ぴますが，一

寸閻に合ひません．

　北海道で非常に早く天下槻測が行はオしたことを最近知りました・

　槻評家は例のブレキストン線で動物野上有名な姻館の英商ト1マス，ライト7ブレ

キストンで彼は文久元年頃幽翠にきまして，商賞の傍ら動物など蒐集して居りました

が，幽館に物騒な出下智の多かった明治初年，二三の若い驚愕に機械を携箒させて，

幽館の大森濱や亀田海岸大沼，鹿部などで天膿の1観測を行った・街ゐ物好きな若い意

達は喜んで機械を持ちながら彼に薩閲した、こうして彼の天丈研究はずら時開拓使に九

等を以て出仕して居た幅士成豊に傳へられた・

　ブラキストンは又，明治五年編士から開拓使pc　Wして測候の必要を読かしめ幽館の

船場町場番地ecあった輻士の自宅に設けたのが日本最初の測候所てある・福士は前か

ら開拓使に仕へて測量方面に功勢があったが，函館測候所をして吾が國最初の測候所

たる榮暴を荷はしめたのは彼二士と英商ブラキストンの功績であらう・

　ブラキストンの天騰薇測は市民を驚かした一事であったが，函館にはこれより先安

政六年開港と同時にやって來たロシヤのf図師アルフラケツトがL鼻めがね「を持って

來た・彼は敷延元年まで居ったのであるが，このL遽めがね■は市民の驚異の種であ

った由です・

　以上の事は或は既に先生の御存知の事と思びますが，興味があると思ひまして書い

て見ました．

　　J－hl月二十二U

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　　保　　　茂

　　山本一清先生御侍史


